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告　　　　　示

○土地改良区の土地改良事業計画変更の認可……（農村整備課）３
○県営土地改良事業計画の策定……………………（　　〃　　）３
　　　病院局企業管理規程
○県立病院料金等規程の一部を改正する企業管理
　規程……………………………………………………………………３
　　　公安委員会規則
○特定自動運行の許可等に関する取扱規則…………………………６
○遠隔操作型小型車の届出等に関する取扱規則……………………18

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　頁
　　　告　　　示
○保安林の指定予定（４件）………………………（自然環境課）１
○公有水面埋立ての出願の要領……………………（漁業管理課）２
○道路の区域の変更…………………………………（道路保全課）２
○道路の供用の開始…………………………………（　　〃　　）２
　　　公　　　告

宮崎県告示第 568号
　森林法（昭和26年法律第 249号）第25条の２第１項の規定により
、次のとおり保安林の指定をする予定である。
　　令和７年９月８日
　　　　　　　　　　　　　　　　宮崎県知事　河　野　俊　嗣
１　保安林予定森林の所在場所　日南市南郷町榎原字橋之谷5213か
　ら5215まで、5217
２　指定の目的　水源の涵

かん

養
３　指定施業要件
　⑴　立木の伐採の方法
　　ア　主伐に係る伐採種は、定めない。
　　イ　主伐として伐採をすることができる立木は、当該立木の所
　　　在する市町村に係る市町村森林整備計画で定める標準伐期齢
　　　以上のものとする。
　　ウ　間伐に係る森林は、次のとおりとする。
　⑵　立木の伐採の限度並びに植栽の方法・期間及び樹種
　　　次のとおりとする。
　　（「次のとおり」は、省略し、その関係書類を宮崎県環境森林
　部自然環境課及び宮崎県南那珂農林振興局並びに日南市役所に備
　え置いて縦覧に供する。）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
宮崎県告示第 569号
　森林法（昭和26年法律第 249号）第25条の２第１項の規定により
、次のとおり保安林の指定をする予定である。
　　令和７年９月８日
　　　　　　　　　　　　　　　　宮崎県知事　河　野　俊　嗣
１　保安林予定森林の所在場所　日南市南郷町榎原字猿ケ内乙1127
２　指定の目的　土砂の流出の防備
３　指定施業要件
　⑴　立木の伐採の方法
　　ア　主伐に係る伐採種は、定めない。
　　イ　主伐として伐採をすることができる立木は、当該立木の所
　　　在する市町村に係る市町村森林整備計画で定める標準伐期齢

　　　以上のものとする。
　　ウ　間伐に係る森林は、次のとおりとする。
　⑵　立木の伐採の限度並びに植栽の方法・期間及び樹種
　　　次のとおりとする。
　　（「次のとおり」は、省略し、その関係書類を宮崎県環境森林
　部自然環境課及び宮崎県南那珂農林振興局並びに日南市役所に備
　え置いて縦覧に供する。）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
宮崎県告示第 570号
　森林法（昭和26年法律第 249号）第25条の２第１項の規定により
、次のとおり保安林の指定をする予定である。
　　令和７年９月８日
　　　　　　　　　　　　　　　　宮崎県知事　河　野　俊　嗣
１　保安林予定森林の所在場所　日南市南郷町潟上字池之上3841－
　１、3852－２、3852－３
２　指定の目的　土砂の流出の防備
３　指定施業要件
　⑴　立木の伐採の方法
　　ア　主伐に係る伐採種は、定めない。
　　イ　主伐として伐採をすることができる立木は、当該立木の所
　　　在する市町村に係る市町村森林整備計画で定める標準伐期齢
　　　以上のものとする。
　　ウ　間伐に係る森林は、次のとおりとする。
　⑵　立木の伐採の限度並びに植栽の方法・期間及び樹種
　　　次のとおりとする。
　　（「次のとおり」は、省略し、その関係書類を宮崎県環境森林
　部自然環境課及び宮崎県南那珂農林振興局並びに日南市役所に備
　え置いて縦覧に供する。）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
宮崎県告示第 571号
　森林法（昭和26年法律第 249号）第25条の２第１項の規定により
、次のとおり保安林の指定をする予定である。
　　令和７年９月８日
　　　　　　　　　　　　　　　　宮崎県知事　河　野　俊　嗣
１　保安林予定森林の所在場所　東臼杵郡椎葉村大字不土野字古枝
　尾1234－１、1234－２、1240
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２　指定の目的　土砂の流出の防備
３　指定施業要件
　⑴　立木の伐採の方法
　　ア　次の森林については、主伐は択伐による。
　　　　字古枝尾1240（次の図に示す部分に限る。）
　　イ　その他の森林については、主伐に係る伐採種を定めない。
　　ウ　主伐として伐採をすることができる立木は、当該立木の所
　　　在する市町村に係る市町村森林整備計画で定める標準伐期齢
　　　以上のものとする。
　　エ　間伐に係る森林は、次のとおりとする。
　⑵　立木の伐採の限度並びに植栽の方法・期間及び樹種
　　　次のとおりとする。
　　（「次の図」及び「次のとおり」は、省略し、その図面及び関
　係書類を宮崎県環境森林部自然環境課及び宮崎県東臼杵農林振興
　局並びに椎葉村役場に備え置いて縦覧に供する。）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
宮崎県告示第 572号
　公有水面埋立法（大正10年法律第57号）第２条第２項の規定によ
り、次のとおり公有水面埋立ての免許の出願があった。
　なお、関係書類は、令和７年９月８日から３週間、宮崎県農政水
産部水産局漁業管理課及び北部港湾事務所において公衆の縦覧に供
する。
　　令和７年９月８日
　　　　　　　　　　　　　　　　宮崎県知事　河　野　俊　嗣
１　出願の日
　　令和７年８月21日
２　出願人の名称及び住所並びに代表者の氏名及び住所
　　宮崎県
　　宮崎県知事　河野　俊嗣
　　宮崎県宮崎市橘通東２丁目10番１号
３　埋立区域
　⑴　位置
　　　宮崎県延岡市島浦町54番10、54番９の地先公有水面
　⑵　区域
　　　別表１の①の地点から③の地点までを順次結んだ線及び③の
　　地点と⑦の地点までを順次に結ぶ昭和49年９月１日付け宮崎県
　　シレイ第 283− 358号で竣功認可された埋立地と公有水面との
　　境界線、①の地点と⑦の地点を結ぶ平成18年４月20日付け宮崎
　　県シレイ第 26750− 484号で竣功認可された埋立地と公有水面
　　との境界線により囲まれた区域
　⑶　面積
　　　1,457.68㎡
４　埋立てに関する工事の施行区域
　⑴　位置
　　　宮崎県延岡市島浦町54番７、54番10、54番９、54番８の地内
　　並びに54番10、54番９の地先公有水面
　⑵　区域
　　　別表２の各地点を順次に結んだ線及びイの地点とルの地点を
　　結んだ線により囲まれた区域
　⑶　面積
　　　 19,976.64㎡
５　埋立地の用途
　　漁港施設用地
別表１

地　点 地　　点　　の　　位　　置

①の地点 　国土地理院二等三角点島野浦（北緯32度39分54秒
7166、東経 131度49分17秒0427）から
　　　　　　　 290度56分40秒　 1100.67mの地点

②の地点
③の地点
④の地点
⑤の地点
⑥の地点
⑦の地点

①の地点から
②の地点から
③の地点から
④の地点から
⑤の地点から
⑥の地点から

63度04分06秒
328度10分45秒
243度04分07秒
244度43分53秒
225度16分33秒
250度25分13秒

127.87mの地点
12.65mの地点
66.23mの地点
19.06mの地点
17.92mの地点
18.35mの地点

別表２

地　点 地　　点　　の　　位　　置

イの地点 　国土地理院二等三角点島野浦（北緯32度39分54秒
7166、東経 131度49分17秒0427）から
　　　　　　　 290度26分28秒　 1135.60mの地点

ロの地点
ハの地点
ニの地点
ホの地点
ヘの地点
トの地点
チの地点
リの地点
ヌの地点
ルの地点

イの地点から
ロの地点から
ハの地点から
ニの地点から
ホの地点から
ヘの地点から
トの地点から
チの地点から
リの地点から
ヌの地点から

153度04分07秒
63度04分07秒
26度24分46秒
328度10分45秒
241度19分42秒
219度07分38秒
233度42分59秒
254度06分27秒
261度49分15秒
275度58分33秒

127.17mの地点
117.77mの地点
58.76mの地点
95.31mの地点
93.20mの地点
9.42mの地点
9.99mの地点
9.25mの地点
5.78mの地点
26.96mの地点

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
宮崎県告示第 573号
　道路法（昭和27年法律第 180号）第18条第１項の規定により、道
路の区域を次のとおり変更する。
　なお、関係図面は、令和７年９月８日から同年同月22日まで宮崎
県県土整備部道路保全課において一般の縦覧に供する。
　　令和７年９月８日
　　　　　　　　　　　　　　　　宮崎県知事　河　野　俊　嗣

路線

番号

道路の

種　類
路線名 区 間

新旧

の別

敷地の
幅　員
�メートル�

延　長

�メートル�

 214 県道 上祝子
綱の瀬
線

延岡市北方
町下鹿川字
片内申 121
番地先から
同市同町下
鹿川同字申
 106番１地
先まで

旧  5.9～
13.6

 100.2

新  8.7～
14.6

 100.2

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
宮崎県告示第 574号
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　道路法（昭和27年法律第 180号）第18条第２項の規定により、道
路の供用を次のとおり開始する。
　なお、関係図面は、令和７年９月８日から同年同月22日まで宮崎
県県土整備部道路保全課において一般の縦覧に供する。
　　令和７年９月８日
　　　　　　　　　　　　　　　　宮崎県知事　河　野　俊　嗣

路線

番号

道路の

種　類
路線名 区 間 供用開始の期日

９ 県道 宮崎西
環状線

宮崎市古城
町和田内 9
10番地先か
ら同市同町
加奈江1430
番地先まで

令和７年９月８日

公　　　　　告

　土地改良法（昭和24年法律第 195号）第48条第９項において準用
する同法第10条第１項の規定により、日之影土地改良区（日之影町
）の土地改良事業計画（維持管理事業）の変更を認可した。
　　令和７年９月８日

　　　　　　　　　　　　　　　　宮崎県知事　河　野　俊　嗣
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　土地改良法（昭和24年法律第 195号）第87条第１項の規定により
三股中央左岸地区県営土地改良事業（三股町、経営体育成基盤整備
事業）に係る土地改良事業計画を定めた。
　なお、関係書類を次のとおり縦覧に供する。
　　令和７年９月８日
　　　　　　　　　　　　　　　　宮崎県知事　河　野　俊　嗣
１　縦覧に供する書類
　　策定に係る土地改良事業計画書の写し
２　縦覧期間
　　令和７年９月８日から令和７年10月８日まで
３　縦覧場所
　　三股町役場農業振興課内
４　その他
　　この公告に係る土地改良事業計画（以下「この計画」という。
　）に対して不服があるときは、縦覧期間満了の日の翌日から起算
　して15日以内に、宮崎県知事に対して審査請求をすることができ
　る。
　　また、この計画については、上記の審査請求のほか、この計画
　の策定があったことを知った日の翌日から起算して６か月以内に
　、宮崎県を被告として（宮崎県知事が被告の代表者となる。）、
　この計画の策定の取消しの訴えを提起することができる。

病院局企業管理規程

　県立病院料金等規程の一部を改正する企業管理規程をここに公表する。
　　令和７年９月８日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　宮崎県病院局長　𠮷　村　久　人　
宮崎県病院局企業管理規程第６号
　　　県立病院料金等規程の一部を改正する企業管理規程
　県立病院料金等規程（平成18年宮崎県病院局企業管理規程第12号）の一部を次のように改正する。
　次の表の改正前の欄に掲げる規定を同表の改正後の欄に掲げる規定に下線で示すように改正する。

改正前 改正後
別表（第３条関係） 別表（第３条関係）

区分 単位 金額 備考
１　病室
　使用料

県
立
宮
崎
病
院

特別室Ａ（
個室）

１人１日
につき
　分娩（
　ぶんべ
　ん）等
　のため
　に入院
　する者
　その他
　の者

18,546円

20,400円

［略］

特別室Ｂ（
同）

１人１日
につき
　分娩（
　ぶんべ
　ん）等
　のため
　に入院

 6,273円

区分 単位 金額 備考
１　病室
　使用料

県
立
宮
崎
病
院

特別室Ａ（
個室）

１人１日
につき
　分娩（
　ぶんべ
　ん）等
　のため
　に入院
　する者
　その他
　の者

16,182円

17,800円

［略］

特別室Ｂ（
同）

１人１日
につき
　分娩（
　ぶんべ
　ん）等
　のため
　に入院

 5,364円
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　する者
　その他
　の者

 6,900円

特別室Ｃ（
同）

１人１日
につき
　分娩（
　ぶんべ
　ん）等
　のため
　に入院
　する者
　その他
　の者

 6,000円

 6,600円

特別室Ｄ（
同）

１人１日
につき
　分娩（
　ぶんべ
　ん）等
　のため
　に入院
　する者
　その他
　の者

 4,455円

 4,900円

県
立
延
岡
病
院

特別室Ｅ（
個室）

１人１日
につき
　分娩（
　ぶんべ
　ん）等
　のため
　に入院
　する者
　その他
　の者

 9,455円

10,400円

特別室Ｆ（
同）

１人１日
につき
　分娩（
　ぶんべ
　ん）等
　のため
　に入院
　する者
　その他
　の者

 6,273円

 6,900円

特別室Ｇ（
２人室）

１人１日
につき
　分娩（
　ぶんべ
　ん）等
　のため
　に入院
　する者
　その他
　の者

 1,910円

 2,100円

県 特別室Ｈ（ １人１日

　する者
　その他
　の者

 5,900円

特別室Ｃ（
同）

１人１日
につき
　分娩（
　ぶんべ
　ん）等
　のため
　に入院
　する者
　その他
　の者

 5,091円

 5,600円

特別室Ｄ（
同）

１人１日
につき
　分娩（
　ぶんべ
　ん）等
　のため
　に入院
　する者
　その他
　の者

 3,728円

 4,100円

県
立
延
岡
病
院

特別室Ｅ（
個室）

１人１日
につき
　分娩（
　ぶんべ
　ん）等
　のため
　に入院
　する者
　その他
　の者

11,000円

12,100円

特別室Ｆ（
同）

１人１日
につき
　分娩（
　ぶんべ
　ん）等
　のため
　に入院
　する者
　その他
　の者

 5,000円

 5,500円

特別室Ｇ（
２人室）

１人１日
につき
　分娩（
　ぶんべ
　ん）等
　のため
　に入院
　する者
　その他
　の者

 1,300円

 1,430円

県 特別室Ｈ（ １人１日
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立
日
南
病
院

個室） につき
　分娩（
　ぶんべ
　ん）等
　のため
　に入院
　する者
　その他
　の者

13,819円

15,200円

特別室Ｉ（
同）

１人１日
につき
　分娩（
　ぶんべ
　ん）等
　のため
　に入院
　する者
　その他
　の者

6,546円

7,200円

特別室Ｊ（
同）

１人１日
につき
　分娩（
　ぶんべ
　ん）等
　のため
　に入院
　する者
　その他
　の者

5,910円

6,500円

特別室Ｋ（
同）

１人１日
につき
　分娩（
　ぶんべ
　ん）等
　のため
　に入院
　する者
　その他
　の者

3,455円

3,800円

　［略］
５　分娩時硬膜外麻酔管理
　料

１回につ
き

　[略] ［略］

　［略］

　　　附　則
　（施行期日）
１　この規程は、令和７年10月１日から施行する。
　（経過措置）
２　病院局長が特に必要があると認める病室に係る病室使用料の額については、病院局長が別に定める間は、この規程による改正後の県立
　病院料金等規程別表の規定にかかわらず、なお従前の例による。

立
日
南
病
院

個室） につき
　分娩（
　ぶんべ
　ん）等
　のため
　に入院
　する者
　その他
　の者

12,000円

13,200円

特別室Ｉ（
同）

１人１日
につき
　分娩（
　ぶんべ
　ん）等
　のため
　に入院
　する者
　その他
　の者

5,600円

6,160円

特別室Ｊ（
同）

１人１日
につき
　分娩（
　ぶんべ
　ん）等
　のため
　に入院
　する者
　その他
　の者

5,000円

5,500円

特別室Ｋ（
同）

１人１日
につき
　分娩（
　ぶんべ
　ん）等
　のため
　に入院
　する者
　その他
　の者

2,840円

3,124円

　［略］
５　分娩時硬膜外麻酔管理
　料

１児につ
き

　[略] ［略］

　［略］

公安委員会規則
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　特定自動運行の許可等に関する取扱規則をここに公布する。
　　令和７年９月８日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　宮崎県公安委員会委員長　松　山　　　昭
宮崎県公安委員会規則第９号
　　　特定自動運行の許可等に関する取扱規則
　（趣旨）
第１条　この規則は、道路交通法（昭和35年法律第 105号。以下「法」という。）及び道路交通法施行規則（昭和35年総理府令第60号。以
　下「府令」という。）の規定に基づき、宮崎県公安委員会（以下「公安委員会」という。）が行う特定自動運行の許可に関する手続その
　他必要な事項を定めるものとする。
　（許可に関する意見聴取）
第２条　法第75条の13第２項の規定による意見の聴取は、特定自動運行の許可に関する意見聴取書（甲）（別記様式第１号）に、特定自動
　運行許可申請書（府令別記様式第５の９。以下「許可申請書」という。）の写しその他必要な書類を添えて行うものとする。
２　府令第９条の22の規定による意見の聴取は、特定自動運行の許可に関する意見聴取書（乙）（別記様式第２号）に許可申請書の写しそ
　の他必要な書類を添えて行うものとする。
　（変更許可に関する意見聴取）
第３条　法第75条の16第２項の規定により準用する同法第75条の13第２項の規定による意見の聴取は、特定自動運行計画の変更許可に関す
　る意見聴取書（甲）（別記様式第３号）に特定自動運行計画変更許可申請書（府令別記様式第５の10。以下「変更許可申請書」という。
　）の写しその他必要な書類を添えて行うものとする。
２　府令第９条の23第２項の規定により準用する同府令第９条の22の規定による意見の聴取は、特定自動運行計画の変更許可に関する意見
　聴取書（乙）（別記様式第４号）に変更許可申請書その他必要な書類を添えて行うものとする。
　（報告又は資料の提出要求）
第４条　法第75条の25第１項の規定による必要な報告又は資料の提出要求は、報告等要求書（別記様式第５号）により行うものとする。
　（指示）
第５条　法第75条の26第１項の規定による指示は、特定自動運行に関する指示書（別記様式第６号）により行うものとする。
　（行政処分に関する意見の聴取）
第６条　法第75条の26第２項の規定による指示及び法第75条の27第２項の規定による許可の取消し又は効力の停止に係る意見の聴取は、当
　該事業を監督する行政庁に対し、特定自動運行に係る行政処分に関する意見聴取書（別記様式第７号）により行うものとする。
　（許可証の返納）
第７条　府令第９条の38第１項及び第３項の規定による許可証の返納は、許可証返納届出書（別記様式第８号）により行うものとする。
　（公示の方法）
第８条　公示の方法は、次の各号に掲げる場合に応じて当該各号に定める様式により行うものとする。
　（１）　法第75条の17の規定による許可又は許可事項の変更許可に係る場合　特定自動運行許可票（別記様式第９号）
　（２）　法第75条の27第３項の規定による許可の取消しに係る場合　特定自動運行に係る取消処分票（別記様式第10号）
　（３）　府令第９条の38第４項の規定による許可証の返納に係る場合　特定自動運行許可証返納票（別記様式第11号）
　（本部長への委任）
第９条　この規則の施行について必要な事項は、本部長が別に定める。
　　　附　則
　この規則は、公布の日から施行する。
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　遠隔操作型小型車の届出等に関する取扱規則をここに公布する。
　　令和７年９月８日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　宮崎県公安委員会委員長　松　山　　　昭
宮崎県公安委員会規則第10号
　　　遠隔操作型小型車の届出等に関する取扱規則
　（趣旨）
第１条　この規則は、道路交通法（昭和35年法律第 105号。以下「法」という。）の規定に基づき、宮崎県公安委員会（以下「公安委員会
　」という。）に対する遠隔操作型小型車の届出に関する事務手続その他必要な事項を定めるものとする。
　（届出番号等の通知）
第２条　公安委員会は、法第15条の３第１項の規定による届出を受けたときは、届出者に対して同条第３項の規定による届出者を識別する
　ための番号、記号その他の符号（以下「届出番号等」という。）を口頭又は届出番号等を記載した書面の交付により通知するものとする
　。
　（報告又は資料の提出要求）
第３条　法第15条の５第１項の規定による必要な報告又は資料の提出要求は、報告等要求書（別記様式第１号）を当該遠隔操作型小型車の
　使用者に交付して行うものとする。
　（指示）
第４条　法第15条の６の規定による指示（以下「指示」という。）は、遠隔操作型小型車の遠隔操作による通行に関する指示書（別記様式
　第２号）を当該遠隔操作型小型車の使用者に交付して行うものとする。
　（本部長への委任）
第５条　この規則の施行について必要な事項は、本部長が別に定める。
　　　附　則
　この規則は、公布の日から施行する。
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